


























































従来の大担・中W~機と比較して、単位冷房能力あたりの容積で約 4 分の l の小型化、重量で約 2 分の l の
軽量化を達成している。
以上のように本論文の著者は、吸収・伝熱機構を詳細に解明し、小塑吸収冷凍機の開発の基礎を確¥J.し
ているのこれらの成果は将来の省エネルギー型の新たな家庭用小聖吸収冷凍機の開発技術を提供するもの
であり、熱工学、特に冷凍_L学の発展に寄与すること大である。よって本論文の著者は博士(工学〉の学
的を受ける資格を有するものと認める。
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